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中学生はどのようなふり返りを行うか
―学習内容と学習方法に関する記述の分析から―

○小角真歩（広島大学） 深谷達史（広島大学）

キーワード：学習，ふり返り

問題と目的

学習でのふり返りは，学んだ事柄を学習者の頭

の中で整理し，知識の定着や知識の活用を促す上

で有効な活動である。Zimmerman（1998）は，学

習の目標が達成されたかや成否の原因をふり返る

という内省段階を，学習を主体的に進める人の特

徴の 1 つとしている。また，市川（1993）は，問

題解決後に教訓を引き出しておくことを教訓帰納

と呼んでおり，教訓を引き出すことで，その後の

問題解決が促進されることを指摘している。

学校でふり返りを求める指導法の 1 つに，学

習事項について分かったことや分からなかったこ

となどをふり返りシートに書くという方法があ

る。これにより，学習者は学習後にいつでも学ん

だことを見ることができ，学習におけるポイント

を思い出しやすくなる。

そこで本研究では，ふり返りシートを用いて

授業のふり返りを行っている学校の生徒の実際の

ふり返りシートの記述内容を 1～3 学期にわたっ

て分析し，生徒のふり返りの実態を把握すること

を目的とする。特に，学習内容のみならず，学習

方法についてのふり返りの重要性が指摘されてい

ることから（市川，2000），分析において，内容

面と学習方法面を分けて分析を行う。

方 法

対象者 中国地方の公立 A 中学校（小規模校）の

中学生 12 人（1 年生 5 人，2 年生 4 人，3 年生 3
人）を対象とした。

分析方法 生徒が書いたふり返りシートのうち，

授業内容のふり返りを分析対象とした。該当箇所

には，「どこまで分かったか」，「学習方法で上手く

いったこと」などを記入するようになっていた。

学習内容については，何も書いていない記述を C，
授業の結論のみを記した記述を B，結論に加えそ

の理由を書いた記述などを A とした。学習方法に

ついては，何も書いていない記述を C，抽象的に

記した記述を B，具体的に記した記述を A とした。

分析では，ルーブリック別に評価した記述を，「分

かったこと」と「学習方法」で集計し，学期別に

基準ごとの記述数を算出した。

結果と考察

分かったことに関する結果を Figure 1 に示した。

学期で比率に違いがあるかを調べるため，

Kruskal-Wallis 検定を行ったところ，有意な差は見

られなかった（χ2 = 1.76, n.s.）。図を見ると，1 年

を通して C の記述が多かった。これは，そもそも

授業の感想の記述が多く，授業内容に関する記述

があまり見られなかったためである。このことか

ら，生徒自身は単なる感想と学習内容のふり返り

の違いを十分認識していない可能性が示唆される。

Figure 1 分かったことに関する記述比率

学習方法についても同様の分析を行ったところ，

結果は有意であった（χ2 ＝ 33.93，p < .01）。多

重比較を行ったところ，3 学期の方が 1・2 学期よ

りも平均ランクが高く（それぞれ p < .01），1 学期

の方が 2 学期よりも平均ランクが高かった（p
< .05）。図から，特に，3 学期の A と B の記述比

率が増加していることが分かる。当該学校の教員

に聞いたところ，3 学期に，ふり返りの前に，授

業者が本時の学習のポイントを意識させる指導を

行ったとのことであった。とはいえ，値自体は 3
学期であっても必ずしも高いといえるものではな

いため，そのため，介入を長期的に行うなど更な

る指導の必要性が示唆される。

Figure 2 学習方法に関する記述比率
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中国人留学生の進学における学習動機づけ・自己調整学習方略と
パフォーマンスの関連

○董 思遠（東京学芸大学） 犬塚美輪（東京学芸大学）
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問題と目的

留学生は，自由裁量の時間が多く，情報やサポ

ートが欠如している状況で進学を目指している。

進学試験でよい成績を上げるためには，より自律

的に自己調整学習方略を使用し，学業を進めるこ

とが必要だと思われる。先行研究では，言語学習

や異文化適応が進学の最も重要な要因としてあげ

られたが（ 瀬尾， ；趙， ），日本の

高等教育を受けるための学習する過程における，

留学生の学習動機づけと方略使用の実態はまだ明

らかではない。

そこで，本研究では，在日中国人留学生の進学

準備における学習動機づけ，自己調整学習方略の

使用，それらと学業成績との関連を検討する。

研究

学習動機づけ，自己調整学習方略がそれぞれ直

接パフォーマンスへ影響し，学習動機づけが自己

調整学習に影響するという仮説モデルを検証する。

方法 来日 年間以内の日本の大学に進学準備中

の中国人留学生 人を対象とした。事前に目的

について説明し，試験成績を含む質問紙への協力

同意を確認した上で以下の質問への回答を求めた。

①自律的学習動機づけ尺度（西村・河村・桜井，

） 項目：外的調整，取り入れ的調整，同一

化的調整，内的調整，各 項目。②自己調整学習

方略尺度 項目：目標設定とプランニング（ 項

目），援助要請（ 項目），時間管理と環境構成（

項目， ），テスト復習

方略（ 項目，伊藤・神藤， ），情報収集（

項目）。③自己評価尺度 項目。④日本留学試験成

績（日本語，総合科目，数学） 項目。

結果と考察 学業成績指標を統一するため， 人

の文系受験生のデータを使った。最終モデルの適

合度は𝜒𝜒2 ， ， ，

， 。内発的な学習動機づけ（内

的調整と同一化的調整）の間に正の相関（ ，

）が見られ，両方とも自己調整学習方略に有

意な正の影響を与えた（パス係数 ）。概

ね先行研究に沿った結果が得られたが，同一化的

調整が学業成績に負の影響を与えることが示され，

これは従来の研究結果（

）と異なった。

研究

研究１において，同一化的調整が学業成績に負

の影響を与えるという先行研究に反する結果が得

られた背景には，研究 のモデルでは検討されて

いない変数が重要であることが考えられる。そこ

で，少人数の半構造化面接を行い，留学生の動機

づけや学習状況を詳しく調査することとした。

方法 受験準備中の中国人留学生 人に半構造化

面接を行った。事前に質問内容を説明し，協力同

意を確認した上で，主に①留学の理由，②母国で

の自分の学力や高等教育への意見，③学習と自己

評価の方法，について 時間程度面接を行った。

結果と考察 面接協力者のうち 人は，母国の受

験競争が厳しく志望大学に進学する見込みがなか

ったと言及した。また， 人はこれまで一度も自

分の進学準備について振り返ったことがないと述

べ， 人は，振り返りは行うが，ほとんど他人と

対比せず，自分の成績を見直すのみであると述べ

た。見直しの際に参照できる公的な試験は少なく，

日本留学試験が年に 回実施されるのみである。

以上より，中国人留学生が日本の大学の受験を

準備する過程では：①母国の受験競争を怖がり，

進学失敗を避ける意志が強いこと，②留学した後

は競い合う相手に欠け，公的な試験が少ないため，

自己評価の参照や基準が乏しく，より客観的な絶

対評価がしにくいことが示唆された。これらの要

因がいかに留学生の学習プロセスに影響するか，

研究１のモデルに組み込んで検討する必要がある。
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